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この地質図幅は，北海道総合開発の一環と

して，北海道開発庁の委託により実施したも

のを、北海道においてとりまとめたものであ

る。

昭和57年 3 月

北海道
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5 万分の l 地質図幅

説明書
古
同

島 (釧路一第31号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員三谷勝利

石山昭三

はしがき

この図幅説明書は，昭和42年から同44年にいたる 3 年間の野外調査の結果をとりま

とめたものである.

野外調査は，三谷と石山が地域をそれぞれ分担しておこなった.

調査結果のとりまとめに当たっては，火砕岩の顕微鏡観察を北海道立地ド資源調査

所長谷川 潔氏， x線回折分析を同所藤原哲夫氏の御援助をそれぞれいただき，全体

を三谷がとりまとめた.

報告に先だって，明記して謝意を表する.

I 位置および交通

この図幅地域の占める位置は 北緯43°00' ~43°10'，東経143°15' ~ 143°30'の範囲で

ある.

行政上は，十勝支庁管内であって，北東部の地域は本別町，北西部は士幌町，南東

部は池出町，南西部は青更町にそれぞれ含まれている.

交通は，凶幅の南東部を流れる利別川左岸に沿って国鉄池北線が，北西隅を横切っ

て国鉄_t幌線がそれぞれ通っている.主要道路は，国鉄池北線に沿って同道242 号線

が，士幌線沿いに同道241号線が走っている.さらに，図幅西部の平坦台地が広く発

達する地域では，碁盤H状に地方道が通っており，また，居辺)11 ，美蘭日Ij川そのほか

の主要河川沿いや高位平坦面を形成する尾根沿いに，多くの地方道や林道などが通じ



ていて，道路網はよく完備されている.

形山
山

ー
す
E
P

H
H

凶幅地域の地形は，大きく性格のちがった3 つの地形区に区分される.

1) 図幅中央から東側の地域に!ム-がる開析された山地地形区

2) 凶幅中央東寄りの地域に発達した最高 f立の平坦台地地形区

3) 図幅西部の扇状地性の広い平用面地形 l迂

これら 3 つの地形区の性格は，第 l 図の図幅地域および周辺地域を含めた広域の地

形復元閃からその特徴を読みとることができる.

1)の地形区は，上幌川の東の佐倉山およびいくつかの独立峰が北北東に続く稜線状

の山地を西限として，この東方地域に広く発達した開析された丘陵性山地地帯であ

る.この稜線状の山地は，佐倉山の北で居辺川に切られているが，図幅外北方の屑辺山，

植坂山などの独立峰に続いていたことが地形復元凶から読みとることができる.この

地形区には，新第三紀鮮新世から第四紀更新世初期の地層が広く分布しており，また

独立峰およびその周辺には第四紀更新世の山砂利様の蝶層が小規模な平坦地形を形成

して分布している.

2) の地形区は，押帯台地および、居辺川南方の標高 200-240m の平坦面からなる凶幅

内に発達した最高位の平坦台地である.この地形区は，1)の地形を不整合的におおっ

て形成された平坦 l面地形で、あって，1)地形いぐから続く稜線状山地を北部と南部に分断

し，居辺山西麓の小規模な平坦面をへて旭ケ丘地域の扇状地性の平岡面地形に続いて

いる. この地形面は，扇扇-状地性の堆積面であつて， 上旭ケ丘面(十勝団研 1978) 戸2訂7

と呼ばれている.

上旭ケ丘而は，山砂利様の卜旭ケ丘疎層から構成されており，押帯台地ではこの陳

層をおおって灰白色粘土層が発達している.

3) の地形区は， 1) の地形区の北北東に延びた稜線状の山地の西方で，この地形にア

パットして発達した扇状地地域であって， 2) の地形を不整合におおって形成されてい
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この地形区は，標高，開析形態，堆積物の特徴などから北居辺面と上士幌面の 2 つ

の平坦面に区分される.

北居辺面は，凶幅外北方の居辺川の沢頭付近の標高350m 付近に扇頂部があって，

ここから南南西に向かつてゆるやかに傾斜しながら，士幌川の東岸を通って帯広盆地

北縁に続く扇状地平坦面である.松井ほか (1970)刊ま，平坦面の性格や堆積物の相違

から，北居辺 I 面・北居辺 E 面の 2 つに区分している.この平坦両は，北居辺操層か

ら構成されている.

上士幌面は，北居辺面の西に，一段ド位の面として音更川の東岸にそって細長く発

達した平担面であって，士幌川の沢頭付近で扇形を広げて帯広盆地北縁に続いてい

る.上士幌市街・土幌市街・中士幌市街などをのせて発達した扇状地平坦面である.

この平坦面は上士幌操層から構成されている.

以上の 3 つの主要な地形区のほかに，これらの地形を刻んで発達する利別川・民辺

川・美蘭別川などの主要河川の流域に河床からの比高30~40m および~10m前後の 2 段

の河岸段丘平坦面と河床氾濫原沖積面が発達しており，それぞれ堆積物をのせてい

る.

図幅地域内の水系は，利別川がその南東隅を南下して流れ，この支流の十日川・ペ

ンケ川・居辺川・押帯川・美蘭別川が北西一南東方向の流路でほぼ等間隔に並走して

いる.また，西部の扇状地平坦面地域の東端付近には士幌川が南流しており，数多く

の支流で平坦台地を五IJ んでいる.

田地質概説

図幅地域に分布する地層は，第 1 表の地質総括表のとおりである.

図幅内に分布する最ド位の地層は，新第三紀鮮新世に属する十勝層群である.この

十勝層群は，標式的に発達する北東および東に隣接する図幅地域においては，下位ーか

ら本別層，足寄層および池田層の 3 累層に区分されている.

この図幅内には，この十勝層群の上部の池田層が広く分布しているのみであって，

この下位の 2 累層の分布はみられない.なお，この地域内における池田層の下位に続

く十勝層群の地層発達状態については，凶幅北西部の下居辺地区で掘られた温泉ボー

4-



第一表地質総括表

H、F it J也 !回 名 1'iY)'tlm) 界貿および岩相

f見 沖積堆積物 砂利・砂・粘土・泥炭

比μ手 扇状地堆積物 喋・砂

ベzヰ嶋 3一

扇状地保肘
第 3 段丘堆積物 6祭. 6); 、

1-- 七III 見様同・
喋 ·6 ]，、

吏 高 2 段丘堆積物

IL]

段堆物h積一 1L作 I，! 辺確明凶
機. iJ少

第 1 段Ii堆積物

新

キ己 f: !t il ヶ li H業!長 1ハυ 喋・砂(クサレ機)

植J: fi lU 6祭 IW 10 以 F 機・砂(ケサレ機)

世 sf 笠{疑!灰岩!長 10~15 軽石質凝灰岩・降下軽石層
つ

t 山巴 1: itl) 1.;1
機岩・砂岩・泥岩・亜炭・凝灰岩

(鍵!認を含む)

新第-
鮮

)J 券 250+
III

新 !長

し・1 世 ド:'f日層
砂岩・泥岩・機岩・iJIl.炭・凝灰岩

Z宇 !醤 (鍵層を含む)
270

リングゼわずかに確認されている.ここでは池田層の下位には，火砕岩および凝灰質

の堆積むから構成された足寄屑に対比される地層が，厚さ 580m で伏在分布している.

そして，この JE 寄層相汗屑の下位には，本別層に対比される地層は発達せす，中新世

に属する流紋干;質凝灰訂・凝灰角喋岩などの火砕:右からなる地層が続いている.すな

わち， [司幅北西のこの地域では，十勝層群ド部の本別層の発達はなく，足寄層が中新

1片地屑を不整合におおって累重しているもののようである.

この[)]幅内に分布する池間!再は，構成岩相の上から下部層と上部層とに区分され

る.

ト古!日邑は，多くの亜炭を介在する j尼民・砂日・牒右の厚薄互層であって，厚い凝灰

訂を鍵屑として 1 枚扶んでいる.

L部層は，礎科・砂右などの粗末立岩の卓越した岩相から構成されており，亜炭を伴

う if日岩・砂主 L~ ll: 層岩相を地域的に挟在している.また，厚い凝灰岩を鍵層として l 枚

挟在しており，さらに， ド部から海棲介化石を産出している.



この池田層は，その上部が第四紀更新世に及ぷ可能性のあることが，年代測定や古

地磁気編年の結果から指摘されていて，最近は鮮新一更新統として扱われている.

十勝層群の地層をおおって，第四紀に属する地層が発達しているが，これらは累重

関係・分布状態・構成岩相などの上から 8 つに区分されている.

芽登凝灰岩は，黒雲母を特徴的に含む軽石質の粗粒凝灰岩であって，基底部に降下

軽石層を伴なっている.池田層上部層をおおって分布している.

植坂山礁層は，図幅北西部の佐倉山を中心とした山地を構成して小規模に発達した

膿層である.北に隣接する「上士幌図幅J 14)内の居辺山とそれに連なる山頂部を構成

する榛層に続くものである.

上旭ケ丘陳層は，この地域の最高位の平坦台地を構成して分布する古期の扇状地性

堆積物である.“クサレ牒"化した火山岩膿を多く含んでいる.

扇状地喋層・段丘堆積物は，北居辺操層・第 l 段丘堆積物，上上幌操層・第 2 段丘

堆積物，第 3 段丘堆積物に区分される.

このほかに現世の堆積物として，丘陵地末端にそって小規模な扇状地堆積物が，河

川流域に沖積氾濫原堆積物が発達している.

町新第三紀層

Nｷl 十勝層群

1958 十勝層群 三谷勝利ほか 11)

十勝層群は，この図幅の北東および東に隣接する「足寄太図幅」および「本別図幅」

の地域に標式的に発達した新第三紀鮮新世の地層群に対して命名されたものである.

この十勝層群は，一連の造盆地運動のもとで，堆積環境を異にした地層が順次累重

して形成された」構造単元の地層群であって，構成岩相や堆積盆の!よがりのちがいに

よって， ド位から本別層，足寄屑および池田層の 3 累層に医分されている.これら 3

累層の相互の累重関係は，ダイアステムである.

この十勝層群下部の本別層からは，北海道の鮮新世の代表的化石群集である“滝川

~本別化石動物群"が産出している.

この十勝層群の地層については， 1978 年に十勝団体研究会 27) が，この地層群および

この|二位の“帯広層"を含めた地層の構成岩相，含有化石，構造運動と堆積盆の変遷

6



過程などを検討し，これらの地層が相互に不整合関係で重なる 7 つの累層，すなわち

F位から本別層，足寄層，池田層，長流枝内層，居辺山層，渋山層，中里層に区分さ

れることを明らかにして， 十勝層群を再定義し，新たに「十勝累層群」とすることを

提唱した.そしてこの累層群は，新第三紀鮮新世から第四紀更新世下部に及ぶ地層で

あることをのべた.

この提唱に対して，吉田充夫(1980 )2YI，向山栄ほか(1980) 15I rJ，足寄層の一部と

池田層とは同時異相関係にあること，本間睦美 (1980)

合一連で，その一部は同時異相の関係にあることなどの事実を報告して，十勝団研

(1978)27 1の各累層の不整合累重関係および ---部累層の独立性に対して疑問を提起し

ている.

この図幅では，十勝団研の提唱した「十勝累層群」の設定および累層区分には未だ

議論が残されており，また，後でのべるように地層区分そのものにも問題のあるとこ

ろから，従来の定義によって取り扱うことにする.

図幅内に分布する十勝層群の地層は，1:部の池田層のみであって，この下位の足寄

層および本別層は分布していない.

なお，この地域内における池田層の下位の十勝層群の地層の発達状態については，

凶幅北西部の下回辺地区で掘られた温泉ボーリングでわずかに確認されている >1 こ

こでは池田層の下位に，火砕岩および凝灰質の堆積右から構成された厚さ 580m の足

寄層相当層が伏在分布している.

この足寄層相当屑は，凝灰角諜岩・軽石質凝!反古・凝灰岩などの火砕岩を主とし，

凝灰質砂店や山岩を挟んだ地層であって，ときにこの砂岩・泥持層中に亜炭を伴って

いる.そして最上部に厚さ 50m 前後の溶結凝灰岩様の岩相が累重している.

この地層の卜杭には本別!国に対比される地層の発達はみられず，中新 ttt に属する流

紋岩質凝灰岩・角牒凝灰岩などからなる地層が続いている.

Nｷ 1 ・ 1 池田層

1958 池出層 三谷勝利 Jまか II)

十勝屑群 l白日の池田!曽については， 1964 年に;二谷によって II) 総括的な報告がなされ

ているが，その後池間屑に関しての多くの調査報告が発表されている.

これらの報子?を総合してみると，
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i) 池田層は，鮮新世l-.部から第同紀更新世下部におよぶ堆積屑であって，その|時

代境界は，池田層ド部層の最上部付近に求められる 11111 日間

ii)池田層ド部屑とトー部層は不整合累重関係を示すことから， jlf1j:(;o を切り離して，

このド部層だけを池間層と呼ぶ.一-方トー部屑は，このI:f止の“帯広!再"を合めた地!同

群を， 下位から長流枝内屑，屑辺山屑，渋山!同およびIj I l:J: U同の 4 累!同に|ズ分する.そ

れぞれの累層相Iiの累草関係は不整合である.そして池間!同~長流枝|何回は鮮新 1 f t，

屑辺山屑~寸 l里屑は更新 ttt に属する地屑である.訂)

iii) 池間屑の堆積盆とドイ立の本日 IJJ 国の堆積盆とはかなり大きなくいちがいを示して

おり，また池間屑の産山化石はほとんどが明生椅であって，本別!再のそれとは異なっ

ていることなどから ， i也同屑を十勝!再群から切り離して新たに池同開群とする.そし

てこの池間層群は，鮮新~更新開のー連の地!再である.川

iv) “池間屑"と“長流佐内!同"の累草関係は整 rt- oj 主で， 什Iqii ]l時異相の関係に

ある. したがって，“長流校内!国"の名称および、独\/--した累!同としての取り扱いは不

適汗であって，従来どおり 1山jJ 再を一ー折して池同!再と l呼ぶべきである II

v) 池間屑 It 1 の i疑 J:k i'i のー部は， ド(なの lι: 奇:J 再の火砕流堆積物の出 iに対比され，

池間屑とlE寄!再の一什 15 とは Ih]l 時異相である.山)

vi) 池同屑ド古 15 屑の最 1-- 部の!国準から，十勝!再昨ド古 IS の本7) IJJ: 自に産山する鮮新↑ tt の

示準化石である Patinopecten (Fortipecten)takahashii(Yak.) が産出した.なお，こ

の化石を産した!再準は，山地磁気編年や年代測定からは，いわゆる鮮新~更新世の境

界付近に， 11 たっている.コ II

これらの調査報行では ， i也同!同が新第二紀鮮新 1 tそから第 II昨日更新 11tにおよぶいわゆ

る鮮新~更新統である点で、はほほごー致しているようであるが，地!同の累革関係，地!骨

|ズ分と培:績盆の変遷過程などの 1 ~ではかなりの相違があって，今後論議されるべき多

くの問題が残されているように考えられる.

また，後にのべるようにこの I><J 帖i では，十勝団研 (1978) ゴ)が提唱したような“長

流枝|人 l屑"および“同 j!.l山崩"などの累!再を独\'(今した累!再として lベ分することは難か

ししに

したがって，この 1><1 帽では，二待 (1964) III の地屑|ベ分によって取り扱うことにする.

1><1 帖i地域に発達する池同屑は，円相 lーからド部屑と L部屑とに同分され，その累革

関係は整 fT である.
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第 2 表 十勝北部の鮮新統一更新統地層対照表

三谷勝手1]( 1964) 松井 愈ほか( 1970) 山口昇ーほか( 1973 年) 三谷勝手 I) ほか( 1976) 岡孝雄( 1976) 十勝国研( 1979) 向山栄ほか( 1980) 本間隆美 三谷勝利ほか(本図幡)

段丘堆積層群

第更

回新

紀1 世

也よ部層

新鮮十

回

J議層第 勝

一新
足

肩書
下是寄砂岩遷灰岩層

ベンケトブシ積灰岩層

層

}上~戸利)別 jl Jl戸E塊口』岩(田 J砂-岩ー層 )
紀世 群レ)

剥:1叶~I プ . 灰 a理 -
稲牛央亙炭層

鍋;耳慣岩 砂岩層

扇状地面堆積物 扇状地面堆積物
ゾV v

上旭ケ丘軽石流 上旭ケ丘鞍石流堆積物

…一… 一
更 ヶ丘磯層 上旭ケ丘礁層

十工品山礁層 ，安 山 層

新ト;r芽萱上一凝部一灰砂一岩曜…層層… 芽萱凝灰岩層

上部

枝流層長内 中部シル卜層一一 長流枝内層戸--

世 ト手量砂瞳曙 下部

? 岨EL '1重R 別3 爽濃灰亜岩炭層層
ト叩~、ハー一一司~、

池田層

鮮新世 回 第 2央 亙 炭 壇
膚 稲士別現灰岩層 一

段丘堆積層群

更

上旭ケ丘草原岩層

新
レ~~、-一、《

上旭ケ丘瞳層

世値坂山瞳層

植板山凝灰岩壇 芽壷誕灰岩層

上 |績灰岩鍵層
部

，也 層 |凝灰岩鍍層

鮮十回

下 | 凝灰岩鍾眉
層部

勝 層

新 下垂冠J喜D結~灘r灰一一岩一層-
足 東芽壷譲灰岩層

層寄 芽量港結揖灰岩層

，舌込緩灰岩層

層 ]I岩山溶岩

芽量川砂岩 泥岩層

世群

更段丘礁層群

ト~

新池
音更累層

上 |下士幌恒石流

キL 内累層

世 回
十勝ヶ丘累層

鮮層
部 長流枝内川累層

千代田累層

新 千代国灘灰岩層

世群
下 部

」ー『句 ~\-一一一一--・4

扇状地機層 段丘堆積物

更 I一上旭ケ丘軽石流

上旭ケ丘棲層

新
中 里層

世 + 事vハ(町、芽一 登山 和町一山 岩~層叫層内)一
居辺山層

長流枝内層

勝

鮮
，也 「千代田議灰岩屠

回 「摘別積灰岩層
黒

r蜘I層k畠1l「一含1下牝1匹足石1.\雨1容一4西層宮新

層

世

群本 ~IJ 層

ll~HU)

段丘堆積物

更

新

世
rーー「ーーー-

池上部層 池上部層

一 田~

鮮 -図 下h一川崎画氏: 下部層

層

新 一

世 I;甫幌坂週灰岩層

足寄層

-ーー-

更 扇状地礁層・段丘堆積物

新上旭ケ丘礁層

植板山磯層

世芽董獲灰岩層

ト? 十;也 よ都層

鮮 勝 II凝灰岩鏡店

国

新暦
Ii碩灰雇董肩

世群 層下部層

レー』ー
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下部層

分 布: 不Ij別川本流域および各支流の下・中流域で河川沿いに分布するほか，不IJ

日 IJ川の東側の地域にやや広く分布している.

層位関係: [斗幅地域内では下位層との累重関係はみられないが，隣接する図幅で

はダイアステムとされている.

!ti質・円相: おもに j尼岩・砂岩・蝶岩の厚薄互層からなり，凝灰岩および数多く

の I匝炭を挟在している.

1ft:計は，暗灰色一灰色の塊状岩相をなすが，ときに微細粒ー細粒砂岩との細かい縞

状圧屑を呈している.植物性有機物を多く含むほか，細かい軽石や古期岩類の細喋を

ときに含んでいる.

砂¥iは，灰白色~灰色の粗粒一中粒砂岩と暗灰色の細粒砂岩とがある.前者は， 2

-5m料度の!手層で挟在する場合が多いが，ときに数lOcmの厚さで泥岩中に介在して

いる. ー般に分級は悪く，偽層葉理が発達している.また，蝶質砂岩や細疎岩に側方

変化するものもみられる.石英粒や軽石を含んだ凝灰質のものもある.細粒砂岩は，

什交には l!eT1と互層するものが多いが，ときにやや厚い単層で介在している.雲母片・

軽石・細陳などを含んでいるが，分級は一般に良く，ときに葉理が発達している.

唖炭は， 20~50cmの厚さのものが多いが，ときに 1 m を越えるものがみられる.炭

化度が低く，木幹や樹皮などがそのまま炭化しているものがみられる.乾燥すると板

状に剥げ易い . Menyanthes その他の種子を含んでいる.

i%足 ))(~I~. it ， 軽石を含んだ粗粒のものと泥質ないし細粒のものとがみられる.粗粒凝

灰むには厚層に発達し鍵層として追跡されるものがある.この凝灰岩鍵層は，灰白色

で相官売なお相を示し，発泡の悪い軽石や安山岩小角擦を含んでいる.鏡下では，斜長

石・石英・火山ガラス・普通輝石・しそ輝石などの鉱物を含むほか，石英安山岩・安

山岩・半rS粒計・硬砂;feiなどの詰片を伴っている.安山詰質凝灰岩である.泥質ないし

細粒凝灰+1 は， I尼岩・細粒砂岩・亜炭などに薄層やレンズ状屑で挟在されている.

操指は，粘板岩・赤色チャート・硬砂岩・輝緑凝灰岩などの占期岩類の礁を主体に

しているが，安山岩その他の火山岩類の蝶をわずかに伴っている.膿はよく円麿淘汰

されており，醗径は一般に小さい.

この下部層は，図幅内にその上部に属する地層が分布するにすぎず，大部分の地層

は伏在している.この伏在地層については，図幅北西部のド屑辺地区で掘られた温泉

• \1 -



ボーリングで確認されている.このボーリングの地質柱状によると，ここでは喋岩や

砂岩などの粗粒岩がやや卓越し，泥岩・凝灰岩・亜炭などを挟在した爽亜炭性の堆積

層からなっている.

図幅地域に分布するこの上部の地層には，軽石を含む厚い粗粒凝灰岩鍵層を挟んで

いて，北に隣接する「上士幌図幅」の池田層下部層中の鍵層に続いている.

この凝灰岩鍵層の下位には亜炭を挟む泥岩と細粒砂岩との互層の爽亜炭岩相が続

き，一方，鍵層の上部には類似した夷亜炭岩相を挟んで，その上位に厚い泥岩相が累

積している.この爽亜炭岩相中からは，小型の Corbicula sp. , Macomasp ーなどの汽

水棲ー海棲介化石がときに産出する.

この凝灰岩鍵層は，図幅外南方の十日川支流の北九線の沢で，長尾ほか (1959) 16)

が北九線沢爽亜炭部層中の凝灰岩とした厚さ 8m 前後の粗末立凝灰岩に続くものであ

る.なお，この凝灰岩は，岡(1 976 )20) が千代田凝灰岩層と名付けた凝灰岩鍵層に続

いている.

Uli

10 20 30

第 2 図 池田層下部層凝灰岩鍵層および相当層の X線同折凶

Q: 石英 F' 斜長石
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第 2 凶にこの北九線の沢の凝灰岩(下段 J，図幅内のベンケ川下流の凝灰岩鍵層(中

段)の X線凶折凶を示したが，ほぽ同じ回折パターンであって，同層準の凝灰岩であ

ることを示している.なお，この闘のと段の同折函は，北に隣接する「ー上士幌図幅」

において，南東部の t-_美蘭別付近の美蘭別川沿いで池田層ヒ部層中の鍵層とした凝灰

れのものであるが，その炉l折パターンは下の 2 っと非常に類似していて，この凝灰岩

も同層準のものであることを示している.このことから，「上士幌図幅」の上美蘭別

付近においては，池田層 F部層が美蘭別川沿いに内座状に分布し，この付近で鍵層と

して追跡されている凝灰告のうちの美蘭別川本流沿いのものは，池田層下部層の凝灰

岩鍵層に相九するものであると考えられる.

化 石: 凝灰詰鍵屑の下位の実亜炭岩相から ， Corbiculasp. , Macomasp. を産

出するほか，平 IJ 日 IJ 川の東側に分布するド部層から， これらのほかに ， Mytilussp. が

密集帯をなして産出している.

屑 !平: 図幅内に分布する地層は SOm 前後であるが，ボーリングで確認された部

分を含めると全体で 270m 前後の厚さを示している.

上部層

分 布: 不IJ 別川とト幌川にはさまれた丘陵性山地の大部分を占めて広く分布して

いる.

「同位関係: ド部層とは陳出ないし礁'ft砂岩の基底む相をもって接しており，その

累重関係は l斗幅内の所々で観察される.これらの地点、では， ド部層最上部の地層であ

る厚い il日岩層をおおって操岩ないし喋質砂岩からなる基底岩相が整合的にのってお

り，両円相の聞に削剥作用を示すような地質現象は認められない.

日質・¥;相: おもに傑岩・砂討などの粗粒討の卓越した右相から構成されてお

り，唖 1炭を伴う i尼:f\・砂岩互層諸相を地域的に挟在している.そして厚い凝灰岩鍵屑

を 1 枚伴っている.

陳おは，粘板岩・赤色チャート・硬砂むその他の占期岩類を主構成員とし，安山岩

や黒曜石をわすかに伴った指頭大以ドの円~亜円麿蝶からなるものと，安山岩・石英

安山岩・流紋訂. i容結凝以むなど周辺地域に分布する火山岩類の瞭を主体にし，古期

岩類や黒曜石をまじえた拳大以下の円~亜円麿疎からなるものとの 2 種類がみられ

る.



砂岩は，石英粒，細かい軽石，火山岩細礁などを含んで，“ゴマシオ"状の外観を

示す凝灰質の粗粒~中粒砂岩が特徴的である.このほか，灰白色~白色の粗粒~中粒

砂岩，暗灰色の細粒砂岩など下部層中のものと似た岩相を示すものが多い.

凝灰岩は，全層を通じて数多く挟在されているが，そのうちの 1 枚が特徴のある鍵

層として追跡される.

この凝灰岩鍵層は，発泡のよい軽石でときに拳大程度のものを含む中粒~細粒凝灰

岩である.鏡下では火山ガラスが多く，ほかに斜長石・石英を含んでいる.さらに，

石英安山岩・安山岩・粘板岩などの小岩片を含んでいる.ところによってはやや砂質

な岩相がみられ層理や葉理が発達している.

第 3 図にこの鍵層の凝灰岩の代表的な X線回折図を示したが，ほとんど火山ガラス

ばかりの特徴的な同折パターンをみせている.

二山品~!火山地!凶!よ， ['jf十|充夫 (1981)川，五十嵐八枝子ほか(1981 )5)などによって「清

点火山以屑」と名付けられている.

この凝灰岩は，北に隣接する「上士幌図幅J 14)で池田層上部層中に挟在するとされ

~山Jヘ~ぃw

I~一九
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第 3 図 池田層上部層凝灰岩鍵層の X線凶折図

Q: 石英. F: 斜長石. C:クリストパル石
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*'た 2 枚の凝灰岩鍵層のうちの下部のものに続くものである.なお， 土部の凝灰岩は，

標式的に分布する居辺山周辺の凝灰岩について岩質・岩相を再検討した結果，これは

芽登凝灰岩層と同層準のものであることがわかった. したがって，この図幅内で卜部

層中に介在する凝灰岩鍵層は l 枚である.

凝灰岩としてはこのほかに，軽石質凝灰芋 Li 尼質~細粒凝灰岩など多くのものがみ

られるが，いづれも膨縮のはげしい岩木目やレンズ状の岩相をなして U り，鍵層として

追跡はできない.

亜炭は，粗悪質で，厚さのいちじるしく変化するものが多い.炭化した木幹・木片・

樹皮などを多数含んでいる.

この上部屑は，全屑を通じて平日中町岩にとむ堆積相を示しており，円相の地域的変化

カf し 1 ちじるしし I

基底右相の醸持一棟質砂をうは，十日川からペンケ川までの南部地域では，厚さの変

化はみられるが，分級のよい操質持相として追跡することができる. しかし，これか

ら北の屑辺川や押帯川地域では， レンズ状の凝灰岩， ?尼1' 1むのぞ;塊，軽石などを含ん

だ乱堆積状の分級の悪い膿質砂岩に変っている.

この基底訂相の上位には，数 m- 数10m の厚さの凝灰 tI 網干立砂岩が，十 Hili から，~

辺 III 北岸まで!よく追跡される.この砂計は，細かい軽石や雲母片を合む特徴のある円

相を示しており，全域を通じて海棲介化石を化石床状または散点的に含んでいる.

さらにこの l-.L>: には，十円 )11 から肘 j旦川北中の地域では，第 4 [斗に示したような j店

主;と砂右の丘層で刊炭や凝 l:k 誌を械んだうだ lIE 炭坑相が累重している. このお相からは

ところによって海棲介化石を産出する.

これから L杭の地層は，操れ，相官 r-ql キ\'T 砂~I;. の粗杭引の市越した陸成層様の堆積

層であって疑)ズ岩鍵屑はこの部分に挟ずf:している.またこの部分には，亜炭を flo う

(尼討・砂計百屑円相をときに挟んでいるが，連続性に乏しい円相である.

この屑準には占即 jf; 類の礁をt-:構成目とする牒れと火山山類ぴ)牒を j: 体にするもの

の Ict i]者の陳 {J-i ーが枚、在しているが，層住 (l/~ i こ Illd 干すを|ズ分することは困難である.

この j也 HII 再 l 部屑については，松 )1 愈ほか (1970 )1 が|汁!日再と下部恒とが不整什

*1 l:美蘭別地域に追跡されるこの凝灰日鍵層は，まえにのべたように，その大部分が卜部層 111

の凝灰岩鍵層に続くものであるが，この地域では，上部屑 111 にこの鍵屑に続くり IJ の厚い凝以

岩か追跡されるようとある
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第 4 図 池間屑の地!曽累電状態

1 亜炭， 2 :'1巨炭賀両日， 3 :itefi.1
砂買 ilefi. 5 事flit ，!:砂日， 6:III村砂 i1f ， 7

粗粒砂日， 8:I諜買砂'/}， 9:I撲出， 10

凝灰干;鍵層， 11:軒行質凝灰白. 12: 制約~

泥質凝灰 R 13: 砂買凝灰日， 14: 海陵介化

ii , 15: シジミHitィ i

関係で接するとして，この I'.古I)屑を池出!固

から切り離して新たに「長流校内屑」と rJj

ぶことを提附した.そしてこの地層を， ド

古IS砂牒!曽・Ij l古[)砂シル卜層・上部砂傑同の

3 古1)1属 lこ IX:分した.

また， 山 U 昇 Jまか (1974 )出)は. Ij I , L

0見~商品を結ぶ線の南側に分布する“長流

枝|付属"をド古I)!I見これから北側の地屑を

i 古1)1'曽と呼んで 2 )}-することを t足 11M し， ド

古IS!再は松井ほか(1 974 )7 1の 3 部闘い:分が適

用でき，また h:に指交ーする関係もみられる

海成!再であって，牒れの構成蝶はほとんど

占拘Fli類からなっているのに対して. I:古IS

!再は火山山類の傑からなる操れを特徴と

し，軒石流土佐績物を頻繁に挟み，せEi:えを介

在した陪成層的要素の強い地!闘であるとの

べている.

その後十勝回附 (1978) 川は，山はほか

の“長流校内!同|白IS!:再"は. hオ辺山周辺Jか

ら l~iU川 hirE に|担って分ftj し，押帯ff地の

I'打縁で、消滅する扇状地性堆積相で、あ 0. “長

流校内屑ド古\)層"とは不整合関係にあるこ

と，操行の傑種が芽常川やF1吏川I-.流に分

布する火山手;類に|製られていることなどの

事実から，この/'.部層を長流枝l什屑から切

り離して，新たに「同辺山層」と II子ぶこと

を促日目した.そしてこの地屑中には清澄の

出の215 m 二角点付近で，厚さ 7 m の軽石

牒を含む凝}*¥i を挟んでいるとのべてい

る.また， IA辺山およびこれに連なる山頂
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部に分布する松井ほか (1 970 )7)の居辺山礎層，三谷ほか(1976)14)の植坂山操層と呼

ばれた礎屑は，この居辺山層に含まれるものであり，芽登凝灰岩層に不整合におおわ

れるとのべている.

これらの提唱された問題は，いづれもこの図幅および北の「上士幌図幅」の地域で

の調査結果を基にしているものであるところから，以下でこれらについて少しく検討

をおこなうことにする.

池田層下部層と上部層，すなわち松井ほか(1970 )7 1の“池田層"と“長流枝内層"

の累重関係については，長流枝内層下部砂膿層と呼んだ地層が，この図幅での上部層

基底相の操岩~操質砂岩層に相当しているとみられるが，まえにのべたように， 上部

層基底には不整合とみられるような地質現象は全く認められない.なお，このことに

ついては，不整合関係の確認できる標式地の l つである千代田えん堤付近での不整合

の地質現象に対して，本間睦美 (1980 )4)が，整合 A連であり 昔日同時異相の関係があ

るとのべている.

したがって，この図幅および周辺地域においては，池田層上部層を独立した累層に

して“長流枝内層"の地層名をつけて呼ぶことは適当とは考えられない.

つぎに“民辺山層"について検討してみる.第 5 凶は，清澄南方の215m三角点付

近で十勝回研(1978 )が居辺山層中の凝灰岩としている厚い凝灰岩層とこれから下位

に続く地層の地質性状である.ここでは，凝灰岩の直下に細粒陳岩が続いているが，

これは古期岩類の円~亜円喋を主体にした操岩であって，陳種の kでは居辺山層に含

まれるものではない.さらに，この柱状図の下部の含楳粗粒砂岩には化石床状に海棲

介化石を含んでいるが，この海成の地層から厚い凝灰右までの聞には不整合とみられ

るような地質現象はなく，一連に累積した地層である.なお，この付近では，厚い凝

灰岩の上位に安山岩そのほかの火山岩疎からなる“居辺山層"タイプの疎岩が分布し

ている.

この厚い凝灰岩は，この図幅では上部層の凝灰岩鍵層として全域に追跡されている

地層であるが，パンケ)11 ・ペンケ川および居辺川などの流域では，火山岩類の礁を主

体にする“居辺山層"タイフの操右は，鍵層の下部と上部の両方に介在されており，

層位 Lで、特定の層準を構成するものではない.

また，十勝団研 (1978)261が同辺山層の模式地とした北の「上上幌図幅」内の美蘭

目IJ川流域やその周辺の山地に分布する陳岩の多くは，古期岩類を主構成員とする細疎

I7



岩であって，居辺山層の特徴をもった地層の分布は余りみられ

ない.

さらに，居辺山層に含まれる地層とされた居辺山およびこれ

に連なる山頂部に分布する疎層は，芽登凝灰岩の上位にのるも

のである. したがって，この図幅および「上士幌図幅」の地域

においては，十勝団研(1978)26)の居辺山層の設定は困難である.

化 石: この地層の下部の凝灰質細粒砂岩とこの上位の爽

亜炭岩相中からつぎのような化石が産出している.

Yoldia (Cnesterium) notabilis Yak

Clinocardium sp

Serripes sp

Callithaca adamsi (REEVE)

Spisula sp

Macoma sp

Mya jaρonica JAY

居辺川 Siliqua sp

第 5 図 Solen sp
池田層上部層の

地層累重状態 Natica janthostoma DESHAYES

(凡例は第 4 図による) Neptunea sp

その他 2 枚介および巻介

このほかに，十勝団研(1 978 )は，十日川上流および、パンケ川上流に分布する砂岩か

ら，クジラの化石を発見している.

層 厚: 上限を第四紀層に切られているが， 250m 以上の厚さを示している.

V 第四紀層

この図幅地域に分布する第四紀層は，更新世に属する芽登凝灰岩層，植坂山喋層，

上旭ケ丘楳層，扇状地膿層・段丘堆積物，現世の扇状地堆積物，沖積堆積物である.

Vｷl 芽登凝灰岩層
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1970 芽登凝灰右層 高橋功二ほかお)

分 布: 店辺川の北西岸:から佐合山の西南麓を通ってアネップ川東岸まで，池田

層 L古IS 屑の分布の西縁を限るように閃幅を北北東~南南西に縦断して分布している.

層院関係: この図幅では池田層 L部屑と直接しているところは観察できなかった

が，分布状態からみると池出層上部層とは大きな構造差はないように考えられる.た

だ，北に隣接する「上上幌凶幅」の穿登川流域では，池田層上部層および足寄層の両

方の Lにのっていて不整合関係を示している.

岩質. 1コ相: 軽石を含む平日影な凝灰岩であって，火山岩小岩片を含むほか雲母片

10 20 30 40

第 6 図 芽登凝灰岩層および相当屑の X線lil] 折閃

Q: 石英， F: 斜長行， M: 黒豆母， H:ハロイサイト
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や石英粒を特徴的に含んでいる.鏡下では，斜長石・石英・火山ガラス・黒雲母を主

とし，角閃石・普通輝石をわずかに含んでいる.このほかに石英安山岩・粘板岩・硬

砂岩などの岩片を伴なっている.黒雲母の中には花こう岩質岩起源と考えられるもの

がみられる.全体には軽石流堆積物であるが，基底部に降下軽石層を薄く伴ってい

る.

この凝灰岩層は，図幅外南方の音更町旭付近に露出する厚い軽石賀凝灰岩に続いて

いるが，岡 (1976)20)は下士幌軽石流と呼んで，池田層群音更累層の基底層としてい

る.

一方，十勝団研 (1978)26)は，長流枝内層および居辺山層を不整合におおった「渋

山層」の基底層に位置づけている.

芽登凝灰岩層は，北の芽登川地域から居辺山の西麓，佐倉山の南西麓を通って，十

勝川北岸の旭付近まで，扇状地喋層や段丘堆積物に上位を不整合におおわれて点在状

に露出していることから，そのつながりを追うことが難かしいところもめる.

第 6 図に旭付近の下士幌軽石流，東豊田付近の芽登凝灰岩層，居辺山付近の植坂山

醗層の直下の池田層上部層の上部の凝灰岩鍵層，芽登川ド流右岸の芽登凝灰岩層の模

式地の凝灰岩の X線回折凶を，この順序に並べて示した.これらの凶折凶をみると，

いづれも似かよった回折パターンを示すが，とくに上段の 2 つ，下段の 2 つがそれぞ

れ類似している.すなわち，北の「上士幌図幅」において池田層上部層の上部の凝灰

岩鍵層として居辺山に続く山頂部の東麓で追跡された厚い凝灰岩は，芽登川の標式地

の芽登凝灰岩層と同層準のものであると考えることができる.

層 厚: 上限を扇状地礎層・段丘堆積物で切られているが，居辺川北西岸で10~

15m以上の厚さを示している.

Vｷ2 植坂山礁層

1970 植坂山喋層 高橋功二ほか 25)

分 布: 佐倉山とその周辺に小規模な半周面を作って分布している.

層位関係: 池田層上部層を不整合におおって累重している.なお，北の「上士幌

図幅」の居辺山東麓では，まえにのべた芽登凝灰岩層をおおって累重している.

岩質・岩相: 人頭大から拳大程度の円~亜円麿離を多く含んだ淘汰の悪い大疎質

の楳層である.傑種は，安山岩と石英安山岩が大部分を占めている.
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この疎層は，北の「上士幌図幅」内の居辺山・植坂山などの独立峰を含む山頂部を

構成する蝶層 Jこ続く分布形態をとっているが，この疎層で形成された稜線状の山地形

は，地形のところでのべたように， 上ー旭ケ丘醸層が作る平坦地形の押帯台地の面で切

られている.また r 上士幌凶幅」内のこの醸層には，“クサレ操"化した安山岩膿を

多く含んでいることなどから，古い時期の扇状地性堆積物として発達したものであろ

うと考えられている.

層 厚: この図幅内では数 m程度で、あろうと考えられる.

Vｷ3 上旭ケ丘喋層

1970 r-. 旭ケ丘操屑 高橋功一てほかお)

分 布: 押帯白地および標高 200~240m の高位の平坦地形ー由牟を構成して広く分布

している.

層位関係: 池間屑上部屑を不整合におおって累重している.また植坂山喋層と

は，この様層が形成する稜線状の山地形を上旭ケ丘喋層の平坦地形が不整合に切って

いる.

岩質・岩相: 拳大から人頭大の唖円麿離からなる淘汰の悪い膿層である.操種

は，黒色 ~U~ 灰色の両輝石安山むが大部分を占めていて，ほかに石英安山岩・流紋岩-

j容結凝灰:fiなどを含んでいる.

操層の構成疎は，“クサレ様"化しているものが多く，また分布状態や解析形態

などからみて，この陳層は占い扇状地性堆積物であろうと考えられる.十勝団研

(1978)山は，この操層が北方に向かつて喋径が大平!化し，層厚がいちじるしく増大す

ることなどから，北方の火山古分布地域の急激な上昇に伴う“山砂利"の性格をもっ

た陳層であるとのべている.

層 厚: 押市台地付近では10m前後の厚さを示している.

Vｷ4 扇状地磯層・段丘堆積物

r~旭ケ I王傑屑によって構成された台地や池間層の丘陵性山地をけずって，音更川

f幌)11 ・不 IJ 別 )11 ・同 j立川などの地域に，扇状地喋層および河岸段丘が形成されている.

凶幅地域内では，地形 I: で、対応する扇状地陳屑と段丘堆積物を一会括して，古期のもの

から北同辺陳層・第 l 段丘堆積物， I二 L幌操層・第 2 段丘堆積物，第 3 段丘堆積物の
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3 つに区分することができる.

V·4 ・ 1 北居辺疎層・第 1 段丘堆積物

分 布: 上幌川の沢頭からその両岸に発達する平坦台地を構成して!よく発達する

ほか，居辺川東岸や利別川流域の標高160-180m の平坦i面を構成して小規模に分布し

ている.

層位関係: 池田層上部層・芽登凝灰岩層・I-.旭ケ丘操屑を不整合におおってい

る.

岩質・岩相: おもに拳大以下の溶結凝灰訂・安山行の円~亜円麿疎から構成され

た陳層であって，古期岩類をわずかに含んでいる.

北居辺操層は，北の I I-.士幌凶幅」の宵島付近を扇 l頁部として，南方に向かつて帯

状に続く扇状地性平坦面の北居辺 I 面・北周辺 IIi面を構成する陳屑に対して，十勝団

研 (1978)お)が名付けたものである.それによると，この喋屑は. t-.旭ケ丘蝶層の形

成後，押帯台地や長流枝内丘陵の上昇運動によりその西側の士幌台地南部に構造凹地

を形成し，そこへ北方の美里別川上流・音更川I-.流の火山む類分布地域から礁が供給

されて形成されたものと推定している.

V·4 ・ 2 _LJ_-幌醸層・第 2 段丘堆積物

分 布: 青更川と J:幌川にはさまれた地域に発達する士幌市街や周辺の農耕地を

のせる平用台地を構成して広く発達するほか，不IJ別川西岸の標高80-100m の段I王平

坦屈を構成して分布している.

層位関係: 北居辺際層を不整合におおっている.

右質・ :{~i相: おもに拳大以ドの安山告の亜円麿陳から構成された醸層であって，

j容結凝灰岩や占期目類を伴っている.

I-.士幌瞭層は，北の「上士幌図幅」の清水谷付近を扇頂部として，音更川東岸にそっ

て帯状に発達した扇状地性平坦i自i の L士幌面を構成する瞭層に対して，十勝団研

(1978)引が名{寸けたものである.

V·4 ・ 3 第 3 段丘堆積物

分 布: 平Ij 別 JI\· 居辺 JII ・美蘭別川・長流枝内川などの主要河川流域に，低位の
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段丘平坦面を構成して分布している.

岩質・岩相: 拳大以下の安山岩や溶結凝灰岩および古期岩類などの礁から構成さ

れた陳層である.

Vｷ5 扇状地堆積物

東に隣接する「本別図幅」から続いて，不 IJ別川左岸の丘陵地の末端にそって小規模

に分布している.高位の氾濫原堆積物をおおっている.

Vｷ6 沖積堆積物

主要河川の流域に，おもに砂利と砂，ときに粘土や泥炭を混えた河床氾濫原堆積物

として発達している.この堆積物は，現河床面からの比高差が I-2m とそれ以上の

ものとに灰分されるところもある.

VI 応用地質

凶幅地域の地下資源としては，地表下 600m 以深の十勝層群足寄層から湧出する温

泉および池田層に挟在する亜炭がある.

VI• 1 温泉3)

図幅北西部の居辺川中流の下居辺地区で掘られたボーリングによって開発された温

泉である.

泉源ボーリングは 2 本あって，静渓園泉源は365m ，緑風荘泉源はI ， OOOm の深度ま

で掘られている.緑風荘泉iLif\の地質柱状図によると，地表ドに薄く沖積堆積物があっ

て，すぐに十勝層群上部の池田層に入っている.この池出層は深度237m まで続いて

いるが，おもに陳岩や砂岩などの粗粒岩のやや卓越した泥岩および凝灰告との互層で

あって，九月rrに唖炭を挟在した央亜炭性の岩相をなしている.この下位には，十勝層

群中部の足寄層が深度818m まで続いている.この地層は，凝灰角醸岩・軽石質凝灰

岩・凝灰岩などの火砕肩が主体で，凝灰質砂詰や泥岩を混え，ときに亜炭を伴なって

いる.

これ以深には， ql新世に属する流紋岩質凝灰岩，凝灰角喋右，凝灰質砂岩 . i尼岩な

- 23 •



どからなる地層が続いている.

温泉微候は， 600~710m の足寄層の凝灰角陳岩や凝灰質砂岩・泥岩中に38°C ~45°C

のものがみられる.中新世地層は，電気検層の比抵抗値も低くその変化も乏しいこと

もあって，ほとんど温泉徴候はみられなかった.なお，坑底温度は約73°C に達してい

る.

このボーリング坑井では，深度587m以深818m までストレーナー管を挿入して，そ

の聞の湯層から揚湯しているが，自噴状態で30°C ，動力揚湯をすると 40°C程度の泉温

を示している.

泉質は，全固形物量が200mg/ R 前後ときわめて少なく，ほとんど特徴のない単純泉

である.温泉水は淡褐色を呈しており，低濃度の CH4 を含む天然ガスをわずかに伴

っている.

(rng/e)
u

\泉\源\\分 泉CC溢) PH TｷSｷM Ca Mg Na K 日Fρaし Al Mn

緑風荘 28.2 7.7 200 0.9 0.7 37.8 2.6 0.22 0.50 ハリ υハハリ

静渓園 30.5 7.5 208 0.8 1.5 36.3 3.1 0.37 0.28 0.07

泉質分析結果は，第 3 表のようである.

第 3表成分分析表

Cu Zn As CI Hし円ハVa SO. H口BハU Si02 FCre0e2 H2S

O.∞2 0.168 ハu ∞6 6.4 92.7 ハリ ハU 9.4 112.3 2.6 0.32

O. ∞l 0.000 0.016 6.9 101.9 ハU ハU 10.3 111.3 2.4 0.26

VIｷ2~炭

池田層下部層には数多くの唖炭層を挟在しており，とくに凝灰岩鍵層から下位の爽

亜炭岩相には，パンケ川・ベンケ川および押帯川下流域で， 50cmから 100cm以上に達

する亜炭層を介在している.

図幅地域では稼行されたところはないようであるが，東の「本別図幅」地域の勇足

付近では，山丈242cm，炭丈170cmの亜炭が発達していて，一部で稼行されていたのが

知られている(勇足炭鉱および東炭砿).

これらの亜炭は，日本工業規格による炭質区分では褐炭( F2) に属しており，工
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業分析結果では，水分19.93% ，灰分13.10% ，揮発分44.35% ，固定炭素22.62% ，発

熱量4 ， 244kcallkg，補正純炭発熱量6 ， 337kcallkg で、ある 1)

この亜炭は，炭質泥岩や凝灰岩をレンズ状に挟み，また細かい軽石，炭化した木幹

や樹皮などを多く含んでおり，さらに乾燥すると微細な板状片になりやすいことなど

から，燃料としても余り利用されていないようである.
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN

Scale1:50 ,000

TAKASHIMA

(KUSHIRO-31)

BY

KatsutoshiMITAN!andShozoISHIYAMA

(Abstract)

Themappedareaissituatedbetweenlatitudes43ー00'-43ーlO'N 、

andlongitudes143ー15'-143ー30
/
E. Itislocatedinthenortheastern

partoftheTokachiPlainofeasternHokkaido , Japan

Theareaistopographicallydividedintothefollowingthreeparts;

i)dissectedhillyterraininthecentralandintheeasternpartofthe

area , ii)high , platformliketerrainintheeast-centralpart 、 and iii)flat

fansdevelopedinthewesternpart.

Geology

ThePlio-PleistoceneIkedaFormationwhichistheupperpartof

theTokachiGroup , andtheQuaternaryMetoTuffFormation , theUesaｭ

kayamaGravel Bed , theKamiasahigaokaGravel Bed , Fan deposits ,

Terracedeposits , andAlluvialdepositsaredevelopedinthisarea.

1. IkedaFormation

ItisdividedlithologicallyintotheLowerandtheUpperMembers

whichareconformablewitheachother

LowerMember

Thismemberconsistsofthealternationofcon 只lomerate ， sandstone
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and mudstone 、 with theintercalationofmanylignite seams , andis

accompaniedwithtuffs.A thickandesitictuffintercalatedintheupper

partoftheMemberiswidelytraceableinthewholeareaasamarker

bed.SuchbrackishtomarinemolluscsasCorbiculasp 目、 Mytilus sp. 、

Macomasp.etc.occurintheupperpart.TotalthicknessoftheMember

isabout270m

UpperMember

TheMemberiscomposedofsuchdominantlycoarsegrainsediｭ

mentsasconglomerateandsandstone.Lignitebearingfacieswithmudｭ

stone 、 sandstone andligniteisoccasionallyintercalatedinit.Alsoa

widelytraceable ‘ thick 司 acidic tuffisintercalated

IntheupperpartoftheMemberaregranuleconglomerateswith

suchpebblesofoldrocksasslate 、 red chertandgraywackesandstone ,

andpebblyconglomeratesmainlycomposedofpebblesofandesite 、 da

cite , weldedtuffsandvolcanics.Itishoweverdifficultofstratigraphiｭ

callydiscriminatetheseconglomeratebeds

InthelowerpartoftheMembermarinemolluscanfossilsareabunｭ

dantlyfound.Theysometimesformdistinctfossil-enclosures.Total

thicknessisover250m

2. MetoTuffFormation

TheMetoTu 日 Formationiscomposedofcoarse , pumiceoustuff

characteristicallycontainingbiotiteandquartz.Underthemicroscope

plagioclase ‘ quartz ‘ volcanic glassandbiotitearethemainconstituents ,

withsubordinateamountofhornblendeandaugite.Asawholethe

Formation is pumice flow deposits ‘ but accompanies thin beds of

pumicefalldepositsatitsbase.

3. UesakayamaGravelBed

ThisisdistributedinandaroundSakurayamawhereitformssmall

scaleflattopography

TheBedconsistsof ill-sorted , roundtosubroundcobblesand

bouldersofandesiteanddacite.Deeplyweatheredpebblesareabounｭ

dantlycontained
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4. KamiasahigaokaGravelBed

TheOshoppuplatformliketerrainandtheflathighesttopographic

planeof200~ 240minaltitudearemadeupbytheKamiasahigaoka

GravelBedwhichcarriesill-sorted , subroundcobblesandbouldersof

welded tuffs , rhyolite , daciteand andεsite. Pebblesareoftendeeply

weathered.

TheBedisconsideredasoldfandeposits , basedonthedistribution

patternandthemodeofitsdepositionseeninoutcrops.

5. Fandeposits ・ Terrace deposits

Fansandterracesinthemappedareaaretopographicallycorrelated

andclassifiedintothefollowingthreesetsinachronologicalorder;the

KitaoribeGravelBed- the 1stTerraceDeposits;theKamishihoro

GravelBed-the2ndTerraceDeposits;and3rdTerraceDeposits.

6. Alluvialdeposits

Fandepositsnarrowlydistributedattheendofhillontheleftbank

ofToshibetsuriverandFloodplaindepositsalongriversareassigned

totheAlluvialdeposits.

AppliedGeology

1. Hotspring

Onewellofabout1,000m deepwasdrilledinShimooribe , inthe

middlecourseofOriberiver.Hotspringshowingwasdetectedatthe

depthof600~710m withthetemperatureof38~45°C ， withinthesequｭ

enceofpyroclastics , tuffaceoussandstoneandmudstoneoftheAshoro

FormationoftheTokachiGroup.Surfacetemperatureofhotspringwaｭ

teris30ーCinanartesianstate , andisabout40ーCbypumping.Water

qualityisthetypeofsimplehotspring.

2. Lignite

ManyligniteseamsareintercalatedintheLowerMemberofthe

IkedaFormation , andapartofthemmayreachasthickas50~100cm

Particularlythickenedpartsoftheseseamswereminedpreviously

inadjacentareas
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